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政治 

【内政】 

●連立政権の政策合意【２４日、２５日】 

２４日、自由運動党（ＧＳ）、社会民主党（ＳＤ）及び

左派党の党首は連立協定に署名した。ゴロブ次期首

相は、市民の意思がここまで明白でなければ、次期

政権が追求する方向性、計画及び価値についてここ

まで迅速に合意することはできなかっただろうと述べ

た。ゴロブ首相候補は、連立協定は新政権の構成に

ついても定めているものの、野党民主党（ＳＤＳ）の提

出した動議のため（以下「政府組織の再編成」参照）、

それをすぐに実現することはできないと述べた。連帯

に基づいた未来省、気候・エネルギー省、高等教育・

科学・イノベーション省という新しい３省は、新しい機

会、プロジェクト、知識を創設することを狙いとしてい

る。保健分野は連立協定の中で重要な位置を占めて

おり、各党の間でコンセンサスを見つけられるかわか

らないいくつもの課題がある。左派党は公的医療と民

間医療を明確に区別し、民間保険会社が徴収する上

乗せ分の保険を廃止することを主張している。自由運

動党は、待ち時間短縮のために開業医を関与させる

べきだとしている。優先事項は新型コロナウイルスの

出口戦略並びに医療改革のための緊急法案である

としている。他の重要な優先事項として、エネルギー

と食料の価格上昇への対応を挙げた。エネルギー対 

 

 

 

 

策の規制については全市民を対象とし、食料の対策

においては一部のみを対象とすることを示唆した。フ

ァヨンＳＤ党首は、連立与党の共同目標は、強い経済、

全ての人のための社会保障、均等な地域発展及び

欧州のコアにおけるスロベニアの地位確保であると

述べた。次期外相でもある同党首は、現政権はハン

ガリー及びポーランドとの同盟を模索したが、次期政

権はスロベニアを元の場所に戻すつもりであるとした。

メセツ左派党首は、スロベニアがいくつもの危機に見

舞われた、「失われた１５年」の終結を意味し、政府は

全ての人の未来のために働くことを約束した。 

２５日、ゴロブ党首は首相に選出され、医療問題へ

の取り組みとエネルギー・食料価格の上昇を抑えるこ

とが第一の課題であると述べた。野党はゴロブ首相

を懐疑的に迎え、新政権の「社会主義」的な考え方に

懸念を示した。ゴロブ首相は、フォン・デア・ライエン欧

州委員長とミシェル欧州理事会議長から祝辞を受け、

より強いＥＵに向けて努力することへの期待が表明さ

れた。 

 

●政府組織の再編成【６日、１７日、１８日】 

 ６日、ゴロブ党首は、連立協議で、新政府が最大で

４つの新省庁を設ける可能性を示唆した。将来の連

立政権は、気候変動、世代間の連帯、デジタル化、
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地域開発など、特定の分野を特に強化することにな

るだろうと述べた。 

１７日、臨時議会はＧＳ、ＳＤ、左派党が提案する１

９省庁１官庁からなる政府の新しい機関を含む政府

法の変更案を通過させた。連立政権は行政の効率性

向上を見込んでいるが、野党は逆の結果になると主

張した。 

１８日、野党ＳＤＳは、新連立与党によって提出され

た政府法案について、国民投票を求める動議を発出

した。これにより国民投票を行うか行わないかの議会

投票を行うまでに３０日間の猶予が設けられることか

ら、新政権の構成を遅らせることになるが、ゴロブ首

相候補は、６月３日までの政権発足を優先させ、現ポ

ストに合った大臣を任命し、無任所大臣はひとまずは

副大臣として任命し、その後政府法改正プロセスを再

開し省庁再編を行う。 

 

●選挙後の議会編成、新議長、および首班指名【８

日、１３日、２３日、２５日】 

８日、パホル大統領は、４月の総選挙の結果を受

け、新議会の初会合を１３日に召集する指令に署名

した。 

１３日、スロベニア新国民議会が招集され、ウルシ

ュカ・クラコチャル・ズパンチッチ元判事（ＧＳ副党首）

が、賛成５５票（連立与党（見込み）の票が５３票）、反

対２５票で、初の女性議長として選出された。 

 ２３日、パホル大統領は、各党との協議を経て、ゴロ

ブ党首を首相に指名することを決定した旨発表した。 

２５日、国民議会は、賛成５４、反対３０でゴロブ党

首を首相に選出した。就任直後、首相は閣僚候補の

公聴会を２８日に開始することとし、候補者リストを議

会に提出した。 

同２５日、国民議会では各委員会が設立され、運

営開始可能となった。ＳＤＳは当初６つの委員会の長

を務める見込みであったが、ＮＳｉが財政監督委員会

の委員長ポストを得て、代わりにＳＤＳの委員長ポス

トが５つに減らされたことに抗議し、委員長と副委員

長の候補者の指名を拒否した。委員長職の振り分け

は、ＧＳ：９、ＳＤＳ：５、ＮＳｉ：３、ＳＤ：２、Ｌｅｆｔ：１で、賛

成６０票、反対２３票で可決した。 

 

●新大臣候補者（注：６月に就任済み）の優先施策

【２８、２９、３０日、３１日】 

国会における新閣僚の承認にさきがけ、各候補者

の演説が行われた。 

２８日、社会民主党（ＳＤ）のハーン経済大臣候補

は、新政権では社会保険料の上限を設けないが、開

発型雇用のための資金など、他の方法で企業を支援

する可能性があると発表した。自由運動党の在外ス

ロベニア人担当の無任所大臣候補であるＭａｔｅｊ Ａｒč

ｏｎ氏は、他の省庁と協力して実施される行動計画を

準備するために、現場の状況を把握することにつとめ

ると述べた。また、統合・地域開発担当の無任所大臣

候補であるＳＤ出身のイェウシェク・ムルスカソボタ市

長は、スロベニアはバランスのとれた地域開発を達

成するために、利用できるすべてのＥＵ資金を使用し

なければならないと述べた。 

２９日、パピッチ教育・科学・スポーツ相候補は、教

育白書、および小学校での試験の制度変更（結果を

希望する中学校への入学基準の一つとすべき）につ

いて発表したのち、２８日に議会の関連委員会から承

認された。リュブリャナ大学の前学長であるパピッチ

氏は、今後４年間で科学研究費をＧＤＰの１．５％に

引き上げるという新連立政権の公約を繰り返した。ド

ゥフ・デジタル変革相候補は、この分野で過去にうまく

いったことを基にすることを誓った。彼女の優先課題

は、デジタル・デバイドの縮小と、社会の効果的なデ

ジタル・トランスフォーメーションへの道を開くことであ

る。他方で、前政権の掲げたスロベニアが２０２６年ま

でにデジタル経済社会指数で上位５カ国に入るという

目標が現実的であるとは考えていない。 

３０日、ファヨン外務相候補は、ヴィシェグラード・グ

ループから距離を保つ一方、ＥＵの主要パートナー、

特にドイツ、フランス、イタリアとの友好関係や同盟関

係を強化することを計画しているとした。ＥＵの西バル

カン諸国への拡大はスロベニアの関心事であり、西

バルカン諸国に関する問題を扱う特使を任命すること

を発表した。また、外交政策の大きな焦点であるクロ

アチアとの関係について、「国境仲裁裁定は尊重され

なければならない」というコミットメントを一貫して守っ

ていくと述べた。ウクライナにおける戦争とロシアとの

関係については、同候補はロシアの侵攻を「最も強い

言葉で」非難したが、対話が唯一の道であると述べた。

また、中国との関係についても言及し、「台北との関

係を強化する一方、スロベニアは一つの中国の原則

を遵守する」と述べた。また、アジアはスロベニアのビ

ジネスにとって大きな可能性を秘めており、インドとの

関係を深めるべきと述べた。 

３１日、以下の候補が国民議会の各委員会で自ら

の優先施策について述べた。 

（１）ベシッチ＝ロレダン保健相候補 

最初の施策として、新型コロナウイルスの新たな流行

に対処するための明確な戦略を発表し、９月１５日ま

でに準備する予定であると述べた。また、今後１８ヶ

月の間に５億ユーロを追加で計上し、二次医療にお

ける負担を軽減するために、様々な施策で一次医療

を強化する意向を示した。また、その第一歩として、

今年と来年に実施される医療サービスに対して、（予

算の）上限に関係なくすべて支払いが行われる予定

だと述べた。 

（２）クメル・インフラ相候補 
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エネルギーおよびインフラ政策の指針としてグリーン・

トランジションを実現することを約束した。また、鉄道

や再生可能エネルギーへのさらなる投資、エネルギ

ー価格高騰の緩和策を約束した。さらに、自然エネル

ギーへの投資を強化するために、自然エネルギー施

設の立地を有利にする特別法の制定を発表した。 

（３）シンコ農相候補 

スロベニアの農業は、経済的効率性、環境保護、社

会の持続可能性を重視し、持続可能でなければなら

ないと述べた。また、「我々の目標は、将来の世代が

健康な環境と、生存のために十分な水や土などのク

リーンな天然資源を確保することでなければならな

い。」と述べた。 

（４）メセツ労働・家族・社会問題・機会均等大臣候補 

すべての人々の福祉を提唱することを明らかにした。

同候補は、貧困や不安定な労働形態との戦い、福祉

手続きにおけるお役所仕事の削減に重点を置くとし

た。また、同省は、年金受給資格を得るための勤続

年数が最長の場合、年金額は７００ユーロ以上、最低

賃金が８００ユーロ以上となるよう努力すると述べた。

また、「社会対話の復活」と「週３０時間労働の実現」

も計画されており、同候補は「福祉国家のもう一つの

基盤」である住宅と長期介護の確立も目指している。 

（５）ブレジャン環境相 

最近議会を通過した環境保護法の変更点を発表した。

また、水管理、気候、住宅政策についても発表した。

さらに、環境保護の重要性を強調し、環境情報システ

ムの構築、劣化した地域の体系的な修復、排出物に

対する監視の強化などを発表した。 

（６）ヴレチュコ文化相候補 

開発志向で包括的な文化政策、メディア法および自

営業者の地位の見直し、そして文化への体系的な投

資であると述べた。美術史の博士号を持つ３７歳の同

候補は、前任者の決定事項を徹底的に見直し、すべ

ての関係者との対話を復活させることを発表した。政

治的なスタッフの配置や、文化ＮＧＯと省との対立を

なくすよう促した。メディアの分野では、まずメディア

の政治的従属を抑制するための緊急措置をとること

が優先される。また、第２段階として、新しいメディア

法と公共放送局ＲＴＶスロベニアに関する新しい法律

を採択することによって、法律を徹底的に見直すと述

べた。 

 

●装甲車の購入計画【４日、１１日】 

４日、退任するトニン国防大臣は、共同軍備協力機

構（ＯＣＣＡＲ）を通じた３億４３４０万ユーロのボクサー

装甲車４５台の購入計画が、新政府発足前に完了す

ることを断固として主張した。同大臣は、長期的な武

器契約には署名しないよう求めている次期首相候補

のゴロブGS党首を、同契約のプレゼンテーションに招

待した。GSと連立パートナー候補のSDと左派党は、ト

ニン大臣に対して、長期の武器購入契約を控えるよう

に要請していた。 

 １１日、トニン国防相は、ＯＣＣＡＲとの間で、装甲兵

員輸送車４５台の購入に向けた覚書に署名した。トニ

ン大臣が認可を受けたわずか数時間後、政府が暫定

的な役割に追いやられる前日のことだった。当日、新

内閣を発表した左派党メセツ党首は、新連立政権は

購入に反対であると述べ、ゴロブGS党首は、「真っ当

で優れた指導者は国に損害を与えることはなく、我々

は自らの見解を実行するために、利用可能なすべて

の法的手段を用いる」と述べた。 

 

●ヤンコビッチ市長は５期目の立候補を宣言【９日】 

 ヤンコビッチ・リュブリャナ市長は、秋の地方選にお

いてリュブリャナ市長のポストに連続５期目の立候補

を行う予定であると宣言した。同氏は２００６年からリ

ュブリャナ市長を務め、２０１１年に国政に打って出て

総選挙では同氏の党「ポジティブ・スロベニア」が第一

党となったものの連立政府の形成に失敗して市政に

戻った際を含め、全ての選挙において過半数を得て

いる。 

 

●ＲＴＶスロベニアのスタッフのストライキ【１３日】 

 ＲＴＶスロベニアの労働組合員の大部分は、プログ

ラム評議会の方針が耐えがたいとして２３日にストラ

イキを行う予定。ストライキでは、編集及び組織として

の自治権、アンドレイ・グラフ・ワトモフ社長、ヤドラン

カ・レベルニク・ニュースプログラム編集長、イゴル・ピ

ルコビッチＭＭＣニュースポータル編集長代行及びペ

テル・グレゴルチッチ・プログラム評議会議長の辞任

が要求されている。 

 ２３日、ＲＴＶスロベニアのスタッフは、公共放送の政

治化に終止符を打ち、報道・編集の自治を取り戻すこ

とを要求し、１時間のストライキを行った。一方、ＲＴＶ

スロベニアのテレビ部門の長として、２０２１年８月に

同部長職から免職されたナタリヤ・ゴルシュチャク氏

が立候補したが、プログラム評議会はこれを承認しな

かった。 

 

●Ｒｅａｃｔ-ＥＵの追加資金【２０日】 

欧州委員会は１９日、スロベニアに対する２億７，７

００万ユーロのＲｅａｃｔ－ＥＵ資金の追加を承認した。

高齢者介護、医療、観光、教育への多くの投資に使

われる予定。 

 

●来年秋の大統領選に向けた世論調査結果【２３日】 

１ 大統領選に立候補するかもしれないとされている

以下の人物を認識しているか（数字は認識している

割合）。 

（１）ミロ・ツェラル氏（法学者、元首相、元外相）：９

８％ 
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（２）ナターシャ・ピルツ・ムサル氏（法律家、元ＴＶレポ

ーター）：９３％ 

（３）ヴィオレタ・ブルツ氏（起業家、元欧州委員）：８

６％ 

（４）イゴル・ゾルチッチ氏（法律家、前国民議会議

長）：８４％ 

（５）マルタ・コス氏（起業家、自由運動党副党首兼報

道官、元大使（駐独、駐スイス）、元政府報道官）：６

８％ 

（６）エルネスト・ペトリッチ氏（大統領顧問、元憲法裁

判所裁判官、元大使）：５９％ 

（７）ウラディミル・プレビリッチ氏（防衛学教授、コチェ

ウイェ市長）：４３％ 

２ 大統領選挙が実施されるとしたら誰に投票するか。 

（１）ナターシャ・ピルツ・ムサル氏：１６．１％ 

（２）マルタ・コス氏：１５．９％ 

（３）ミロ・ツェラル氏：７．５％ 

（４）エルネスト・ペトリッチ氏：７．１％ 

（５）イゴル・ゾルチッチ氏：５．８％ 

（６）ヴィオレタ・ブルツ氏：１．５％ 

（７）ウラディミル・プレビリッチ氏：１．４％ 

 

●２０２２－２０２５年の軍の開発プログラム【２５日】 

政府は、スロベニア軍（ＳＡＦ）の部隊をより活動的

にするために、既存の２０２２－２０２５年開発プログラ

ム計画にいくつかのプロジェクトを含めることを決定し

た。これにより、ＳＡＦ部隊の作業環境の安全性を向

上させるため、老朽化した装備を新しい装備に交換

するための資金が提供されることになる。古くなった

装備の代わりに、新しい訓練用航空機とドローン技術

のパイロットを訓練するためのシミュレーターが購入

される予定。 

 

●電気料金据置の終了【２７日】 

２７日、政府による料金据置が４月で終了したこと

を受け、６月に支払い予定の５月分の電気代が大幅

に値上がりする見込み。電気代は５０％以上削減さ

れていたが、今後は価格を据え置くプロバイダでも値

上がりすることになる。消費者協会のデータによると、

小売市場で販売しているプロバイダ上位６社のうち、

３社が２５％から１００％値上げする。光熱費も上がる

見込み。 

 

【外政等】 

●スロベニア・クロアチア国防相会談【３日】 

３日、トニン国防相はクロアチアを訪問し、バノジッ

チ・クロアチア国防相と会談し、ウクライナと西バルカ

ン情勢について協議し、軍備輸送に関する知見を交

換した。両者は、二国間協力は非常に良好であると

評価した。トニン国防相はまた、両国が訓練と教育に

おける協力を強化することも提案した。 

 

●フィンランドとのデジタル協定【６日】 

５日、スロベニアとフィンランドはデジタル・トランス

フォーメーションにおける戦略的協力に関する協定に

署名した。アンドリヤニッチ・デジタル変革担当大臣と

パーテロ・フィンランド地方自治体大臣が署名したこ

の協定は、人工知能とグリーンテクノロジーに焦点を

当てた研究・教育機関間の協力を促進することを目

的としている。 

 

●スロベニア大使人事【１０日、１８日】 

１０日、パホル大統領は、イタリア、エジプト、アラブ

首長国連邦、デンマーク、スロバキア、韓国、スロバ

キア等の新大使を任命する法令を官報に公布した。

新大使の中には、現政権と政治的なつながりが強す

ぎる人物も含まれており、ゴロブ首相候補は新政権

が彼らを交代させることを示唆している。 

 １８日、ヤンシャ政権は、ドイツ、ブルガリア、ロシア、

オーストラリア、日本及びポーランドに派遣されている

スロベニア大使の召還を提案した。今回の提案はパ

ホル大統領によって検討されるが、これらの大使の

任期は７月３１日で終了する予定。今回人事案は、既

に発表された一連の在外スロベニア大使の交代に続

くもので、次期連立政権はこれに反対しており、自由

運動党は、候補者がヤンシャ政権とのつながりが強

すぎるとして、パホル大統領に人事案の中止を求め

たが、大統領はこれまでのところ、スロベニア外交に

悪影響を及ぼすとし、こうした声を退けてきた。 

 

●パホル大統領と習近平国家主席、国交樹立３０周

年で祝辞を交わす【１２日】 

パホル大統領と習近平中国国家主席は、両国の

国交樹立３０周年に際して祝辞を交わした。パホル大

統領は習近平国家主席への書簡で、スロベニアと中

国が二国間関係において達成したことを誇りに思う理

由があるとし、スロベニアが「建設的な欧州と中国の

関係」を支持していると述べた。習近平国家主席は、

二国間国交樹立以来、中国とスロベニアは互いに尊

敬の念を持って、対等に接してきたと指摘した。 

 

●スロベニア・チェコ国防相会談【１７日】 

トニン国防相は、ＥＵ国防相会合に先立ち、ブリュッ

セルでチェルノホヴァー・チェコ国防相と会談した。国

防省によると、両大臣は、スロバキアにおけるＮＡＴＯ

の任務と、チェコが７月に就任するＥＵ議長国の役割

について協議した。トニン国防相は、ＥＵ議長国として

の挑戦においてスロベニアの経験を共有したいと申

し出た。また、同大臣は、チェコ議長国の優先事項が、

ＥＵ－ＮＡＴＯ協力の強化など、防衛政策におけるス

ロベニアの野心と一致していることに満足している。 
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●スウェーデン・フィンランドのＮＡＴＯ加盟を支援【１

８日】 

 外務省は、スウェーデンとフィンランドがＮＡＴＯ加盟

希望を決定したことについて、両国はＮＡＴＯの最も緊

密なパートナーであり、全面的に支援すると表明し、

ＮＡＴＯのドアは、加盟を希望し、加盟基準を満たす欧

州の国に開かれてなければならないとした。パホル

大統領とファヨン外相候補もこの動きを歓迎した。メセ

ツ左派党党首は、フィンランドとスウェーデンの加盟

についてスロベニア新政権において投票が行われる

際には左派党はこれに反対し、議会においては棄権

する予定と述べた。 

 

●スロベニア・ロシア関係【１９日、２５日】 

１９日、ロシアはスロベニアに対し、１０日以内にモ

スクワの大使館職員を４人減らすよう要求した。これ

は、スロベニアがリュブリャナのロシア大使館の職員

数の８０％削減（４１→８）を要求したことを受けての措

置。 

２５日、ロシア外務省は、スロベニア政府による「こ

こ数カ月間の不当な非友好的措置」に失望を表明し、

外交関係樹立３０周年記念の声明を発表した。これら

の（非友好的）措置は、「二国間関係の発展の歴史的

論理に反する破壊」を目的としているとし、いずれは

「ロシア・スロベニア関係にとって自然のバランスのと

れた路線に戻る」ことを確信していると述べた。 

 

 

【ウクライナ関係】 

●ウクライナへの追加支援【１０日】 

 ヤンシャ首相はワルシャワで行われた国際ドナー会

合に出席し、スロベニアからウクライナへ更に１００万

ユーロの支援を約束した。これは４月にスロベニアが

グローバル支援キャンペーンとして約束した１００万

ユーロに更に追加となるもの。ヤンシャ首相は、我々

の道徳的義務として反応したものだと述べ、支援のた

めの法案は議会での短縮手続きにかけられると述べ

た。 

 

●５，７００人以上が一時的保護を求める【６日】 

スロベニアではこれまでに５，７３８人のウクライナ

人難民が一時的保護を求め、そのうち未成年者は２，

１４９人である。一方、これまでに２１，９８０人のウクラ

イナ人がスロベニアに入国。難民センターに宿泊を希

望するウクライナ人難民の数は減少。現在、ロガテツ

のセンターには３１６人、デベリ・ルティッチ半島のセ

ンターには９１人の難民がいる。経済支援の申請が８

０６件あり、３分の１はすでに許可されている。８８人

のウクライナ難民が雇用サービスに登録し、一部の

人はすでに仕事を見つけ、主に接客業に就いている。 

 

●ドイツとの軍備スワップ協議【１７日】 

トニン国防相は、スロベニアがユーゴスラビア時代

の戦車をウクライナに送り、より近代的なドイツの戦

車と交換する（スロベニアがドイツからもらう）というス

ワップ交渉が停滞していることを認めたが、交渉は継

続していると述べた。トニン国防相は、「スロベニアは

自らのパートを終えた。ウクライナに送る予定の装備

は輸送の準備ができている。どのような装備が欲しい

かは書面でドイツ側に通知しており、今はドイツ側か

らのフィードバックを待っているところ」と述べた。スロ

ベニアは、「今後１０年から１５年の間に実際に使用で

きる最新の装備品」にのみ関心を寄せている。 

 

●ウクライナへの装甲車供与の決定【１９日】 

スロベニア政府は、ウクライナに対し、Ｍ－８０Ａ装

甲車の売却を決定していたが、同取引をキャンセルし

寄付することに変更していたことが明らかになった。

国防省の代理として取引を管理したＳ Ｌｕｘ社がよう

やく買い手を見つけた後、ヤンシャ政権は契約締結

から８日後に売却を取りやめ、装甲車を寄付すること

を決定。同車両は、今後ウクライナに寄贈される予定。 

同社は、政府により秘密裏に行われた行政行為が違

法であるとし、その取消しを求めて、行政裁判所に仮

処分を求める訴訟を起こした。検察庁と監査院も本

件を調査している。 

 

●ロガル外相、ウクライナとの連帯を表明【２０日】 

ロガル外相は、欧州評議会の閣僚委員会のセッシ

ョンに出席し、ウクライナにおけるロシアの侵略への

対応に関する討論で、ウクライナとの連帯を表明し、

スロベニアがロシアの侵略を最も強い言葉で非難し

たことを強調した。共通の価値観や国際法の規範に

違反しているロシアが欧州評議会のメンバーであり続

けることは不可能であると述べた。トラス英国外相、

イリア・ダルチアシヴィリ・ジョージア外相とも会談した。 
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経済 

【経済一般、指標・統計】 

●国債利回りが銀行救済後最高値に【３日】 

高いインフレ率と金融政策の制限の見通しにより、

流通市場での国債への関心が薄れ、国債の利回り

が上昇した。スロベニアの１０年債の利回りは２％を

超えた。ＭＴＳ電子取引所のベンチマークであるドイツ

国債の利回りは、ユーロ圏が一部加盟国の債務危機

から回復していなかった２０１５年以来、一時１％に到

達した。現在は０．９５％で取引されている。 

 

●南東部ポサウイェ地方に物流拠点が誕生【４日】 

南東部のポサウイェ地方に、数億ユーロ規模のビ

ジネス・物流拠点「Ｆｅｎｉｋｓ」が計画されている。４日、

ポチヴァウシェク経済開発・技術大臣、ヴィズヤク環

境大臣、モラン・ブレジツェ市長によって覚書が締結さ

れた。同物流拠点は、高速道路とツェルクリェ・オブ・

クルキ軍用飛行場の間にある１００ヘクタールの敷地

に、国、地域コミュニティ、ＥＵ基金からの資金で建設

される予定である。 

 

●貿易額の増加【５日】 

スロベニアの３月の輸出額は前年比で２３．７％増

となったが、輸入額は前年比４５．５％増で、引き続き

貿易赤字が拡大している。本年第１四半期の輸出額

は前年比２１．６％増の１０５億ユーロであったが、同

時期の輸入額は約５０％増の１３１億ユーロを記録し

た。 

 

●４月の失業率は１９９０年以来最低【５日】 

 ４月末時点で雇用サービスに失業中として登録した

市民は５８，０８１人で、３月から４．１％減、前年比２６．

７％減、１９９０年以来最少の数字となった。労働者の

需要は２０２１年１月～４月と比べて４０．１％増加して

いる。 

 

●クロアチアのクルク島からのガス供給【２０日】 

スロベニアのガス販売会社Ｇｅｏｐｌｉｎは、クロアチア

のクルク島のＬＮＧターミナルの追加容量の公募で割

り当てを得ることができなかった。クロアチアの企業Ｐ

ＰＤが契約を勝ち取った。ヴルトヴェツ・インフラ大臣

は、スロベニアのある販売会社が現在ＰＰＤと交渉中

であると述べ、この事態はさほど重大でないと述べた。

また、イタリアのベニスに近いロヴィーゴの海上ターミ

ナル経由でカタールからガスを供給する可能性があ

るとも述べた。 

 

●５月の消費者信頼感、悪化【２０日】 

スロベニアの消費者信頼感指数は５月、前月比で

４ポイント低下し、長期平均より９ポイント低くなった。

また、年間ベースでも１３ポイントの悪化が記録され

た。同指標の４つの構成要素はすべて前月比で低下

し、家計の財政状況に対する期待や主要な買い物に

対する期待を測るサブ指標はそれぞれ５％ポイント

低下した。 

 

●観光に関する新たな７か年戦略【１０日】 

政府は、宿泊施設と量的指標の緩やかな増加を想

定し、より高い品質に焦点を当てた観光のための新

しい７年間の戦略を採択した。２０２８年の観光需要

総額は、２０１９年比５９％増となる２１億ユーロの付

加価値を生み出すと予想される。観光分野の国有資

産を新たな持ち株会社の下に統合する計画は中止さ

れた。 

 

●エネルギー自給率が向上【１６日】 

統計局のデータによると、スロベニアは昨年、エネ

ルギー需要の５３％を国内のエネルギー源で満たし、

２０２０年と比較して２ポイント改善した。石油製品は

完全に輸入に頼り、石油製品は供給エネルギーの３

１％を占め、原子力（２３％）、再生可能エネルギー（１

９％）、石炭（１５％）、天然ガス（１２％）がそれに続い

た。 

 

●５月の前年比インフレ率は８．１％【３１日】 

 ５月の前年比インフレ率は８．１％で、２００２年以来

最高となった。主に燃料や食料価格の高騰によるも

ので、液体燃料価格は前年から４３％上昇、食料は１

１％以上上昇している。前月比のインフレ率は２％。Ｅ

Ｕ全体でも前年比で８．７％のインフレとなっている。 

 

【企業、産業の動向】 

●ボッシュ社の新工場へのインセンティブ【５日】 

独ボッシュ社のスロベニア子会社は、リュブリャナ

空港付近に設立予定の新製造工場に対して、スロベ

ニア政府から最大８２９，３０８ユーロのインセンティブ

を得る予定。本件投資は１，３２０万ユーロ規模で、１

２３名の新規雇用を創出する見込み。 

 

●ＮＬＢグループ、第１四半期の純利益は３倍超の２

億３１５０万ユーロに【１１日】 

スロベニア最大の銀行グループ、ＮＬＢの２０２２年

第１四半期の純利益は、３月にロシアのスベルバンク

のスロベニア子会社を買収したことを背景に、前年同

期の３倍以上の２億３１５０万ユーロを計上した。中核

企業であるＮＬＢの利益は約３３００万ユーロに減少し

た。 

 

●ハイセンス・ゴレニェ社がトップ輸出業者に【１６日】 

家電メーカーのハイセンス／ゴレニェ社の２０２１年

に輸出総額は約２０億ユーロとなり、医薬品メーカー
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のレク社とクルカ社を抜き、同国最大の輸出企業にな

った。レク社は１５億９０００万ユーロで２位、クルカ社

は１４億７０００万ユーロ。他に１０億ユーロの大台を

突破したのは、ルノー傘下の自動車製造レヴォス社

（１１億８０００万ユーロ）のみであった。 

 

●ＢＴＣ、昨年度は１０％の増収・増益【２０日】 

ショッピング・物流拠点「ＢＴＣシティ」を運営するＢＴ

Ｃグループの昨年の純売上高は、前年比８．９％増の

７，２４０万ユーロだった。純利益は１０．７％増の６５０

万ユーロ。新型コロナウイルスにもかかわらず業績は

予想を上回ったとし、今年もさらなる成長が計画され

ており、純売上高が７９４０万ユーロに達する見込み

であることを明らかにした。なお、昨年は５１０万ユー

ロを投資に充当している。 

 

●ペトロール社、第１四半期は売上高倍増、純利益１

７％増の３，２４０万ユーロに【２０日】 

ペトロール社は、今年第１四半期の売上高が前年

同期比２倍以上の１９億４，０００万ユーロとなり、純

利益は１７％増の３，２４０万ユーロになったと発表し

た。クロアチアの燃料小売業者Ｃｒｏｄｕｘ社をグループ

に取り込んだことが大きく影響している。 

 

●ルカ・コペル、第１四半期の純利益は約２倍の１，６

００万ユーロ超に【２７日】 

港湾事業者ルカ・コペルの第１四半期の純利益は

１，６５０万ユーロで、２０２１年同期比９１％増となった。

売上高は２３％増の７，０９０万ユーロで、積替品は１

８％増の約５９０万トンだった。ＥＢＩＴＤＡは６１％増の

２，７４０万ユーロ、税引前利益（ＥＢＩＴ）は１０１％増

の１，９７０万ユーロとなった。積替品はすべての貨物

分類で延びを達成し、合計でコンテナが２６８，１００

個 （４％増）、車両が１７６，９００台（５％増）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

治安等 

●詐欺事件【１日】 

５月下旬、平日の午後、コペル市民からオンライン

詐欺の被害に遭ったという届出があった。犯人はマイ

クロソフトの従業員を装って電話をかけ、英語で自己

紹介をした後、証明書の有効期限が切れており、復

元するために３ユーロの支払いが必要だと説明した。

被害者が犯人の指示に従ってオンライン銀行に登録

後、コンピュ－タ－の画面に表示されたフォームにカ

ード番号と３ユ－ロの金額を入力したところ、その後

口座から多額のお金がなくなっていることに気付いた

とのこと。 

 

●コチェウイェの産業爆発【１２日、１３日、１６日】 

１２日、コチェウイェの化学工場メラニン社で爆発と

火災が発生し、６人が負傷、５人が死亡した可能性が

ある。負傷者のうち２人は重傷を負った。市民保護・

災害救援局によると、火災は消火され、有害物質も

封じ込められたとのこと。 

１３日、ポチヴァウシェク経済大臣はメラミン社を訪

問し、爆発後の支援策等について、ＥＵの規律に基づ

き、１００％の損害がカバーしうるとした。 

１６日、火災による損害は、約３，６００万ユーロと

見積もられた。同社ＣＥＯによると、監督官庁に事故

の詳細を説明し、生産再開計画について支持を得た。

改修のためのＥＵ資金を求める予定。 

 

●サル痘の感染症例【２３日、２４日、２５日】 

２３日、スロベニアで初めてサル痘の感染例が確

認された。スペインのカナリア諸島から帰国した男性

が感染した。非公式の情報によると、この男性は入院

しておらず、症状は軽いとみられる。国立公衆衛生研

究所（ＮＩＪＺ）は、自宅で治療中のサル痘ウイルス感

染者のための指示として、感染者は自宅待機し、接

触を制限し、推奨事項に従って、医師が決定した期

間、原則としてかさぶたが消えるまで病気の蔓延を防

ぐ必要がある。濃厚接触者への指示も含め、ＮＩＪＺの

ウェブサイトから得ることができる。 

政府は２４日、サル痘を感染症に含めることを決定

し、すべての医療従事者が新たな感染者を管轄官庁

に報告することが義務付けられた。接触者追跡やそ

の他の疫学的手続きのためのプロトコルを導入する

ための法的根拠となる。２５日には、２例目のサル痘

患者が確認された。同感染者もスペインへの渡航歴

が確認された。 
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社会・文化・スポーツ 

【文化・生活等】 

●世界報道自由度指数で１８ランクダウン【３日】 

国境なき記者団（ＲＳＦ）がまとめた最新の世界報

道の自由度指数で、スロベニアは１８位下がり、１８０

カ国中５４位となった。スロベニアについて、報道の自

由を守る法的枠組みは依然として強固だが、メディア

は政治的圧力や市民参加に対する戦略的な訴訟の

対象となっていると述べている。専門家は、２０２０年

以降のヤンシャ政権によるジャーナリストへの攻撃と

メディア領域の解体の結果であると分析している。 

 

●ミシュラン・シェフのロシュ氏がクロアチアの海岸リ

ゾートにレストランをオープン【９日】 

クロアチアの報道によれば、コバリドにあるレストラ

ンＨｉšａ Ｆｒａｎｋｏのミシュラン・スターを持つアナ・ロシ

ュ氏が、来年クロアチアのサヴドリアにある高級海岸

リゾートにレストランをオープンする可能性がある。セ

ルビア人実業家が手がけるペトラム・リゾート＆レジ

デンスでは、クロアチアのホスピタリティ分野において

これまでで最大規模の投資となる。 

 

●ＶｅｒａｃｅとＰｏｐ＇ｓ Ｐｉｚｚａが欧州ピザレストラントッ

プ５０にランクイン【１４日】 

リュブリャナのピッツェリア、ＶｅｒａｃｅとＰｏｐ＇ｓ Ｐｉｚ

ｚａは、最新の５０ｔｏｐｐｉｚｚａガイドで欧州のトップ５０ピ

ザレストランにランクインし、前者は２年連続のランク

インとなった。Ｖｅｒａｃｅは４つ順位を上げて３１位、Ｐｏ

ｐ＇ｓ Ｐｉｚｚａは４３位で初めてランクイン。 

 

●モニター企業５６社における女性管理職の割合は

２３％に【１５日】 

４０／３３／２０２６イニシアティブの一環としてデロ

イト・スロベニアらが監視している国有・上場企業５６

社のうち、４月末時点で男女比の目標が達成されて

いる企業は３０％だった。平均して、経営委員会の女

性比率は２３％強、監督者の女性比率は２６％だった。

発表された１３社に焦点を当てた報告書によると、監

督委員会の女性比率を４０％、監督委員会と経営委

員会の女性比率を合わせて３３％とする目標に対し

て、４社が前進していることが示された。 

 

●リュブリャナに新しいマルチプレックスシネマがオ

ープン【２５日】 

リュブリャナに新しいマルチプレックスシネマがオー

プンした。ルドニックのショッピングモール内に、７つ

のシアター、計１，３５７席を備えた大型映画館。オー

ストリアのＣｉｎｅｐｌｅｘｘ社が運営し、クラン、コペル、ノ

ヴォ・メスト、マリボル、ツェリエ、ムルスカ・ソボタに劇

場を持つスロベニア最大の映画チェーンである。 

 

●スロベン・グラデッツ市で日本映画週間を開催【３０

日】 

２０年以上前に日本の妙高市と姉妹都市締結をし

たスロベン・グラデッツにおいて、日本映画週間が開

催され、日本とスロベニアの外交関係３０周年を記念

して、日本の桜の木が植えられた。第一日目の上映

後、松島浩道駐スロベニア日本大使とティレン・クル

ゲル・スロベン・グラデッツ市長が、日本とスロベニア

の外交関係３０周年を記念して文化センター横に元

気な桜の木を植樹した。 

 

【スポーツ】 

●アイスホッケー、エリート部門に進出【６日】 

スロベニアは、チボリ・アリーナで行われたアイスホ

ッケー世界選手権ディビジョンＩのグループＡ第３戦で

ハンガリーを５：１で破り、エリート部門への進出と２０

２３年のＩＩＨＦ世界選手権への出場を決めた。スロベ

ニアはこの試合で３勝目を挙げ、グループＡでの首位

通過となった。 

 

●マドリッド・レディスオープンで３位入賞【８日】 

スロベニアのプロゴルファー、ピア・バブニックは、

マドリッドで開催された賞金３０万ユーロのレディー

ス・ヨーロピアンツアー・トーナメントで３位に入賞した。

今シーズン初のメジャー大会であったシェブロン選手

権（カリフォルニア州）の３位に続く快挙。 

 

●カヤック、ワールドカップで３つのメダル【２２日】 

スロベニアのアニャ・オスターマン選手は、２１日チ

ェコで行われたカヤック平水２００メートルスプリントの

部門で優勝した。同じくスロベニアのシュペラ・ポノマ

レンコ・ヤニッチ選手は３位に入賞。さらにヨシュト・ザ

クライシェク選手が５キロの部門で銅メダルを獲得。 

 

●カヌーのサウシェク選手が欧州チャンピオンに輝く

【２９日】 

スロバキアで開催されたカヌースラローム欧州選

手権で、Ｃ－１種目のオリンピックチャンピオンである

カヌー選手ベンジャミン・サウシェクが４度目の欧州チ

ャンピオンとなり、欧州選手権におけるスロベニアの

１５度目の金メダル獲得となった。また、新オリンピッ

ク種目となった女子エクストリームカヌースラロームで

は、アイダ・ノヴァク選手が銅メダルを獲得した。 
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スロベニア日本国大使館 
電話：+386-1-200-8281 又は 8282、Fax：+386-1-251-1822、Email：info@s2.mofa.go.jp 

Web：http://www.si.emb-japan.go.jp/website_jp/index_j.html 

●本資料は、スロベニアに関心のある方であれば誰でも受け取ることができます。新たに配信を希望される方、あ

るいは今後配信を希望されない方は、以下のメールアドレスにご連絡ください。 

 info@s2.mofa.go.jp 

★在スロベニア日本国大使館のフェイスブックもご覧ください！ 

スロベニアにおける日本の外交活動、文化行事のお知らせ等の情報を随時発信しております。 

https://www.facebook.com/Embassy.of.Japan.in.Slovenia 

★スロベニア人向けニュースレター「Living in Japan」のご紹介 

当館では、毎月スロベニア人向けに日本紹介のニュースレター「Living in Japan (Življenje na Japonskem)」をスロ

ベニア語で発信しています。今年は各都道府県に焦点を当てて、各地の歴史・産業・観光・物産品等を紹介してまい

り ま す 。 こ の ニ ュ ー ス レ タ ー は 当 館 の ホ ー ム ペ ー ジ で も 公 開 し て お り ま す の で 、 ど う ぞ ご 覧 下 さ い 。

https://www.si.emb-japan.go.jp/itpr_si/Zivljenje_na_Japonskem.html 

 

【領事班からのお知らせ】 

●海外に住んでいる人が、外国にいながら国政選挙に投票できる制度を「在外選挙制度」といい、これによる

投票を「在外投票」といいます。在外投票ができるのは、日本国籍を持つ 18 歳以上の有権者で、在外選挙人

名簿に登録され、在外選挙人証を持っている人です。在外選挙人証の申請から受け取りまでには通常２か月

程度の期間を要しますので、早めの申請を行ってください。 

●当館は、令和 4 年 4 月 1 日から、在外選挙人登録申請の際の本人出頭を免除する特例措置を開始してい

ます。遠隔地にお住まいの方や在外選挙人登録申請のために来館できない特別な事情がある方など、一定

の条件を満たす方は、ビデオ通話を通じて本人確認及び事前に送付又は託送された提出書類の原本確認を

行うことによって、来館いただくことなく、在外選挙人登録申請ができます。 

【当館 HP】https://www.si.emb-japan.go.jp/itpr_ja/00_000092.html 

●スロベニアに９０日以上滞在される方は、在留届を提出してください。また、ご提出いただいている「在留届」

について、住所変更や同居家族の帰国等、記載事項に変更が生じた場合には変更届を、第３国への転出や

日本への帰国の際には転出・帰国届をご提出いただきますようお願いいたします。 

【外務省オンライン在留届】： http://www.ezairyu.mofa.go.jp/ 

●新型コロナウイルス：引き続き最新情報を入手し、感染予防に努めてください。当館ＨＰでは、新型コロナウ

イルスに関するスロベニアの出入国規制などについてまとめたものを公開していますのでそちらもご覧くださ

い。なお、規制は突然変更となる場合がありますので、最新情報についてはスロベニア当局にご確認いただく

ようお願いいたします。 

【当館まとめページ】https://www.si.emb-japan.go.jp/itpr_ja/11_000001_00027.html 

●当地での在留許可取得や在留許可延長手続の際に必要となる警察（犯罪経歴）証明については、申請から

交付までに約２～３か月かかります。お手続きに必要となる期間をあらかじめ考慮していただき、余裕を持って

申請を行っていただくようお願いいたします。 

 

【参考情報】 

１．外務省海外安全ホームページ 

本サイトでは、各国・地域での新型コロナウイルスの発生状況、新型コロナウイルス（日本からの渡航者・日本

人に対する各国・地域の入国制限措置及び入国・入域後の行動制限）等の情報を掲載しています。 

https://www.anzen.mofa.go.jp/ 

 

２．たびレジ簡易登録 

本サービスは、メールアドレスとメール配信を希望する国・地域を選択するだけで、当該在外公館から領事メー

ルを受信することが出来ます。ぜひご活用下さい。 

https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/simple/register 
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３．スロベニア国立公衆衛生局は、国内状況や感染予防の方法等について公開しています。 

https://www.nijz.si 

（主にスロベニア語） 

 

４．スロベニア政府が、新型コロナウイルスに関する特設サイトを開設しました。コロナウイルスに関連した保

健省の特設電話番号はこちらに掲載されています。 

https://www.gov.si/en/topics/coronavirus-disease-covid-19/ 

 

５．新型コロナウイルス感染症に備えて ～一人ひとりができる対策を知っておこう～（首相官邸） 

https://www.kantei.go.jp/jp/headline/kansensho/coronavirus.html 

 

６．新型コロナウイルス感染症に関する情報について（厚生労働省）

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html 

 

７．リュブリャナ空港ホームページ 

https://www.fraport-slovenija.si/en.html 

 

８．スロベニア政府の下記のツイッターアカウント等で、随時情報発信が行われておりますので、こちらもご確

認ください。 

●政府（英語）：https://twitter.com/govslovenia 

●政府（スロベニア語）：https://twitter.com/vladars 

（英語版と若干内容が異なります。） 

●外務省：https://twitter.com/mzzrs 

（主にスロベニア語) 

●保健省：https://twitter.com/minzdravje 

（主にスロベニア語） 

 

【広報文化班からのお知らせ】 

●赤石路代漫画原画展開催 

 漫画家として長年活躍されている赤石路代先生の漫画原画展を開催します。 

○開催期間：６月１５日～８月末日 

○会場：Knjižnica Šiška 

○住所：Trg komandanta Staneta 8, 1000 Ljubljana 

 

●日スロベニア外交関係樹立３０周年記念絵画交流展実施 

 日本とスロベニアの現代アーティスト計 22 名の作品（絵画、オブジェ等）を、リュブリャナ市庁舎内のアトリウ

ムに展示します。参加アーティストは、日本側は、濱野年宏氏、永井崇幸氏、寒川典昭氏など計６名、スロベニ

ア側は、アンドレイ・イエメッツ氏など 16 名です。 

○日時：2022 年 6 月 29 日（水）～7 月 27 日（水） 

○会場名：リュブリャナ市庁舎内アトリウム 

○住所：Stritarjeva ulica 2, 1000 Ljubljana 

○主催者／共催者：当館、リュブリャナ市、美術団体 RYU 

 
●スロベニア語字幕付 Japan Video Topics 配信中 

 当館 YouTube チャンネルにおいて、日本の文化や技術を紹介する Japan Video Topics のスロベニア語字幕

版（英語音声）を配信しております。 

Embassy of Japan in Slovenia - YouTube 

(c)赤石路代 
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●最新情報は、当館フェイスブックでチェック！ 

https://www.facebook.com/Embassy.of.Japan.in.Slovenia/ 

 


